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知
識
・
技
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名

★
俳
句
の
形
式
は
、
五
七
五
の
十
七
音
で
す
。

（
○
は
音
の
数
を
表
し
ま
す
）

（
初
句
）

（
第
二
句
）

（
結
句
）

○
○
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○
○
○
○
○
○

○
○
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初
句
切
れ

二
句
切
れ

句
切
れ
な
し

〔
解
答
と
解
説
〕

（
１
）

Ａ

・
字
余
り
と
は
、
音
数
が
基
本
の
五
音
、
ま
た
は
七
音
よ
り
多
い
こ
と
を
い
い
、

字
足
ら
ず
と
は
、
音
数
が
基
本
の
五
音
、
ま
た
は
七
音
よ
り
少
な
い
こ
と
を
い

い
ま
す
。
Ａ
の
句
は
一
句
目
が
六
音
な
の
で
字
余
り
の
句
に
な
り
ま
す
。

（
２
）

・
Ｂ
は
初
句
に
、
Ｄ
は
第
二
句
に
、
「
や
」
と
い
う
切
れ
字
が
あ
る
の

Ｂ

初
句
切
れ

で
、
そ
れ
ぞ
れ
初
句
切
れ
、
二
句
切
れ
と
な
り
ま
す
。

「
切
れ
字
」
と
は
…

Ｄ

二
句
切
れ

句
が
切
れ
る
こ
と
を
表
す
語
の
こ
と
を
い
い
、
主
な
切
れ
字
に
は
、

ぞ
・
か
な
・
や
・
け
り
・
ず
・
ぬ
・
ら
む
が
あ
り
ま
す
。

・
そ
れ
ぞ
れ
の
句
で
、
季
節
を
表
す
言
葉
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

（
３
）
Ｄ
…

（
季
語
）

甲
虫

季
語
が
表
す
季
節
に
つ
い
て

昔
と
今
で
は
用
い
る
暦
（
こ
よ
み
）
が
異
な
る
の
で
、
月
と

（
季
節
）

夏

季
節
の
対
応
の
仕
方
も
違
い
ま
す
。
昔
の
暦
の
こ
と
を
太
陰

暦
と
い
い
、
今
の
暦
の
こ
と
を
太
陽
暦
と
い
い
ま
す
。

※

一
月
〜

三
月
…
春

Ｅ
…

（
季
語
）

雪

四
月
〜

六
月
…
夏

七
月
〜

九
月
…
秋

十
月
〜
十
二
月
…
冬

（
季
節
）

冬

例
え
ば
、
七
夕
は

七
月
の
行
事
で
す
が
、
秋
の
季
語
に

な
り
ま
す
。

（
４
）

Ｄ

・
Ｄ
の
俳
句
は
、
「

甲
虫

」
と
い
う
名
詞
（
体
言
）
で
句
が
終
わ
っ
て
い
る
の

か
ぶ
と
む
し

で
体
言
止
め
が
正
解
に
な
り
ま
す
。

主
な
表
現
技
法

倒
置
法
…
通
常
と
語
順
を
入
れ
か
え
る
こ
と
。

体
言
止
め
…
結
句
と
最
後
を
体
言
（
名
詞
）
で
止
め
る
こ
と
。

比
喩
法
…
も
の
ご
と
を
他
の
も
の
に
例
え
る
こ
と
。

ゆ

反
復
法
…
同
じ
言
葉
、
ま
た
は
多
少
変
化
さ
せ
た
言
い
方
を
繰
り
返
す
こ
と
。

《
参
考
に
し
よ
う
》

学
習
プ
リ
ン
ト
基
礎
・
基
本
編

表
現
の
工
夫
を
と
ら
え
る

や
っ
て
み
よ
う


